








三四庵・鳥巣仁などと称した。尾張の人だが、のち名古屋から桑名に移住。さらに大津の無明庵五世となって、義仲寺境内に幻住庵を再興し、没後は義仲寺に葬られた 桑名に移住した時の記念集である『柱隠』 （享保十三年自序） 、支考十三回忌集『桑名万句』などの編著がある。　『答問書』は、その雲裡坊の俳諧観や俳論を伝える内容を持ち、享保・宝暦期における俳論や伝書の流布を検討する上でも興味深い資料である。たとえば、 第六段 「曲節二体の事」 には、 「附句に曲節地」があると述べ 付句の案じ方について解説した記述だが、現代の私たちが当時の連句を解釈する際にも参考になる内容である。　なお、翻刻にあたり、 『答問書』と概ね同内容の伝書 ある『俳
諧三十一ヶ條秘伝』 （個人蔵）を偶目することができた。両者を比較すると、書名と奥書が異なる他、本文各章にも細かな異同が多数認められ 。また、 『答問書』の最後の段（ 「愚坊弱年のむかし～」 ）は『俳諧三十一ヶ條秘伝』にはない。　













































ている。また、たとえば第二段で、 『答問書』には「史記索隠」とある箇所を、 『俳諧三十一ヶ條秘伝』が「史記素淫」とするのは誤りで し、 『答問書』に「昔」とある箇所を、 『俳諧三十一ヶ條秘伝』が「首」と誤って書いている箇所も複数ある。さらに、 『俳諧三十一ヶ條秘伝』には以下の脱文があるこ も指摘できる。	 ・
	 「絵讃の事は、 唯人物画像の讃にて候」 （第一八段「絵賛の事は」 ） 。
	 ・
	 「格別の事
ニ候。畢竟、 脇は発句の下の句と」 （第一九段 「脇の事」 ） 。
	 ・
	 「一句の吟声に拍子を残さす。四句目かろ〳〵ととり」 （第二〇段「第三の留り」 ） 。
	 ・
	 「生花に不植の正花と申 無之候。然に、 ある人、 晋子門人のよし、此」 （第二二段「月花の事」 ） 。
	 ・






なわち、あくまで異同の一部を示したものであり、本文中の異同の全てを示したものではない。また、 『俳諧三十一ヶ條秘伝』 の奥書本稿末尾に翻刻 こととした　
さて、この『答問書』と『俳諧三十一ヶ條秘伝』の関係と同様、

















	 二三．四㎝ （本文初行 「一はいかゐの～古今抄 御覧」を計測） 。
奥書……
	 「林鐘日































































































索隠に滑稽猶俳諧といへる證文な 見へたり。しかるに今 いかゐの句々にいたりて、 つれか諷諌 意に候哉と 是又当流の一大事
ニ候。いかにも句々各諷諌の意にて候。其謂は、古翁已前































































































賤し。さりとて、雲の上の艶詞に遊ひな 、そ 業職 忘れ候はん。仍而朝夕の俗談にも風雅を教へて俳諧 一道は建立いたさ候。むかしの俳諧 道 わきま ず、今の に道を開
キたりと
可申 道といひ風雅 いへは、 例に俗談平和
（ママ）
を正さんとは申候。


































































































やかて作るへき事故に候。此等の事にや、貫之も古今の序 、ちからをも入れす 天地を動し、目に見へぬ鬼神も感せしめ、猛武士の心 和らくるは和歌也とそ。なんそ人作の趣向に天地を動し候はんや。是、天稟の趣向を得たれは、鬼神も猛武士も、ましてや常の人涙を流さ 有へきか。されは小町か雨乞 、趣向天より請たれは、雨とも風とも成 事
ニ候。全く小町か」 （
六ウ）趣向














































































































ぬ愚昧、世間に多く御座候。とても御楽被成候はんには、師を御撰候て礼義を尽し、師弟 約を不違やうに可 。礼を知らさるは俳諧にあらす。 かるを、世間自門他門ともに不礼をとがめ不義を諫れは、それは不風雅也、是は理屈也と、唯行 行過て、俳諧は泥田棒とやらんに覚候事、言語道断の事
ニ候。礼なく義な





は、それを驚き是も驚は、例に言語の姿情 しらぬ故也 其姿より其」 （
九ウ）語品を知ば、いかなる急事急難とても、驚も有、驚か



























































































































































































































































































































































是等は全く本情を背たるに候。前章は中秋の月見なれは その清冷を称して其後の曲節は有へけれと にくむやうなりとは全く作者の意にて人の見さる姿也。難せば」 （
一五オ
）冬の月なるへし。さ


















































































































































































の科のみかは。此門人此意を伝へて、 面〳〵今日 職をそ し我も頓てはと羨む族、日々に出来ぬ し。さ らは、忠孝の道をやぶり、五倫 無下の理屈にい 落し、先浅間敷事
ニ
候はすや。
























































































はなくさみとや、是又言語道断の事に候。一年の月日、その業その職にいとまなけれは、あら玉の春 かへて 元 より日々の祝事は何事そや。又 此一年、家内無難 無病息災 つり事として、屠蘇白散をくみかわし、ほうらゐを飾、注連を曳 清浄正直を神国の風とて、鏡餅 面〳〵己か影をうつし、己か行跡












其変を知る事也。渠は我親兄に等し 一向に思ひ入たるは、実の凝たる物也。我こそかく親兄 思ひをなせとも、元他人なれば終に親兄にあらさる事も出来ぬべし。その時そ 人 憤りて、思はざる義絶の中とな 、世間に多くあ 事
ニ候。しかれば、初よ
りいかほど入魂はするとも、 元は他人 れ と覚語
（ママ）
いたし候へは、
























高官貴人の前に諂らねば、道 〳〵と世にそ され 果は流を枕にするより橋の下 行倒となれる。口おしき事にて候。
一、
	 愚坊弱年のむかし、いまた師をつかへざる頃 人の眼前に誉
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